



（平成 17）から 2030（平成 42）年までの 25 年間に、













































　［Results］The	average	expectation	scores	 for	all	 three	 items	of	“Practical	ability	 for	basic	human	care”	had	a	high	rank	
（2.8 〜 3.0）.	The	percentage	of	participants	that	responded	“Ability	 is	 indispensable	or	necessary”	was	68.9 〜 74.7 %	for	
“Practical	ability	for	basic	human	care,”	43.5 〜 72.7%	for	“Ability	to	systematically	perform	nursing	care	based	on	evidence,”	










































施設 540 名に調査票を配布し、249 名から有効回答
を得た（回収率 46.1%）。
2. 調査紙






















































分析対象者 249 名は、男性 62 名（24.9%）、女性
185 名（74.3%）、無回答 2名であった。年代は、20
代 7 名（2.8 %）、30 代 67 名（26.9 %）、40 代 79 名
（31.7%）、50 代 72 名（28.9%）、60 代 21 名（8.4%）、















2 は 15.7%、介護度 1 は 6.4%、介護度 2 は 24.1%、


















































課題に対応する実践能力（看護実践能力 10 〜 13）】
については、「必ずできてほしい」「できてほしい」
































めに、Mann-Whitney の U 検定を実施した。その
際、Bonferroni の不等式による修正を行い、有意水
準 5%ではα =0.005、1%ではα =0.001、0.1%では
α =0.0001 として検定した（Table	3-1,2）。
その結果、勤務する事業所の違いにより有意な差


































































Table3-1　看護実践能力における事業所間の比較 ( Ⅰ〜Ⅱ群 )
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